
 

 

 

 

 

茨城県桜川市長 大塚 秀喜 殿 

 

貴市におかれましては、この度、自治体として 2050年の温室効果ガスの実質

排出量ゼロ（ゼロカーボンシティ）を目指されることを表明されました。今回の

貴市の表明をもちまして、ゼロカーボンシティは国内で 119 自治体となりまし

た。我が国としてのパリ協定の目標達成に向け、大変心強く感じております。 

 

先日、国内各所に甚大な被害を及ぼした巨大台風の事例は記憶に新しいとこ

ろですが、温室効果ガスの増加に伴い、今後、このような水害等の更なる頻発化・

激甚化などが予測されております。こうした事態は、もはや「気候変動」ではな

く、私たちの生存基盤を揺るがす「気候危機」と表現するべき事態と考えており

ます。 

 

2015 年に合意されたパリ協定では「平均気温上昇の幅を 2 度未満とする」目

標が国際的に広く共有されました。この目標の達成に向けては、各国政府関係者

の努力はもとより、地方自治体を始めとしたあらゆる主体、ノン・ステート・ア

クターの取組が極めて重要です。 

 

環境大臣として、スペイン・マドリードで開催された COP25で発信し、国際的

にも高く評価されたところです。こうした日本国内の力強い取組をしっかり発

信するとともに、パリ協定の目標達成に向け、貴市及び他のゼロカーボンシティ

とともに取組のさらなる具体化に努めてまいります。 

 

 

 

 

環境大臣        


